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肥満・肥満症をもつ個人の
QOLの改善

医療としての減量治療

スティグマ、差別、
社会的不利益の解消

肥満・肥満症の
正しい知識の普及

肥満・肥満症の
予防

領域を超えた連携、

行政や社会への
対応

肥満症治療

肥満

肥満症

事業の目的：オベシティ スティグマを解消し、肥満者の治療機会を拡大する。

医療への影響
•治療機会の消失

誤った認識
•自己管理ができない
•自己責任である

オベシティ・スティグマ

事業の内容：県内の医療従事者、保健師などを対象にしたワークショップを開催する。

治療機会の拡大、県民の健康増進

発展性：対象を大学、教育関係者、産業医や企業へ拡大
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